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社
頭
講
話

　「
結
（
ゆ
い
）」

　

夏
に
な
る
と
日
が
伸
び
て
一
日
が

長
く
な
り
ま
す
。
ひ
と
通
り
仕
事

を
し
て
時
間
が
で
き
る
と
つ
い
つ
い

テ
レ
ビ
の
前
に
座
り
、
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
最
近
は
ど
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
も
韓
国
の
番
組
か
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
（
健
康
食
品
か
保
険
）

ば
か
り
で
、
す
ぐ
に
見
る
の
を
や
め

て
し
ま
う
の
が
日
課
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

中
国
や
韓
国
か
ら
日
本
叩
き
を

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
政

治
と
文
化
は
ち
が
う
と
い
い
ま
す
が

…

）、
ど
う
し
て
あ
の
よ
う
に
優
先
的

に
放
送
し
て
い
る
の
か
不
思
議
に
思

い
ま
す
。
ま
た
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
も

必
要
以
上
に
放
送
を
し
て
い
る
よ
う

で
、
消
費
者
の
立
場
で
い
う
な
ら
ば
、

少
々
く
ど
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
日
本
の
番
組
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
良
い
も
の
ば
か
り
か
と
い
う

と
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
視
聴
者

が
番
組
に
求
め
る
も
の
は
違
っ
て
当

然
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
本
当
に
必

要
な
番
組
は
少
な
い
と
い
え
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
は
世
の
中
の
情
報
を
知

る
た
め
に
必
ず
見
て
い
ま
す
。
最
近

は
犯
罪
の
報
道
ば
か
り
で
す
。
過
去

に
も
犯
罪
は
起
き
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
の
社
会
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
人
を
殺
し
た
り
、

騙
し
た
り
、
自
分
の
利
益
の
た
め
だ

け
を
考
え
、
し
か
も
手
段
を
選
ば
な

い
卑
劣
な
事
件
が
目
に
つ
き
ま
す
。

　

利
益
を
追
求
す
る
こ
と
は
資
本
主

義
社
会
に
お
い
て
当
然
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
を
追
求
す
る

と
、
今
の
よ
う
な
自
分
勝
手
な
社
会

が
生
ま
れ
て
、
自
己
、
自
社
の
都
合

が
最
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
自

分
の
意
に
反
す
る
人
や
消
費
者
、
ま

た
、
社
会
に
目
を
向
け
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
風
潮
が

事
件
を
起
こ
す
土
台
に
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
テ
レ
ビ

局
の
番
組
編
成
も
視
聴
者
の
声
と
い

う
よ
り
も
会
社
の
儲
け
に
目
が
向
い

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
な

り
ま
せ
ん
。
老
齢
の
私
に
す
れ
ば
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
つ
い
て
、「
昔
は
よ

か
っ
た
」
と
言
い
た
く
な
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
後
、

全
国
的
に
「
絆
（
き
ず
な
）」
と
い
う

言
葉
で
国
民
が
結
束
し
ま
し
た
。
現

在
も
復
興
に
向
け
て
様
々
な
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
一
方
で
被
災
者
へ
の

暴
言
や
嫌
が
ら
せ
、
瓦
礫
の
受
け
入

れ
拒
否
な
ど
反
対
の
活
動
が
存
在
す

る
の
も
事
実
で
す
。
表
立
っ
て
は
綺

麗
ご
と
を
唱
え
な
が
ら
、
実
際
は
逆

の
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
自

分
に
と
っ
て
利
益
に
な
ら
な
い
こ
と

だ
か
ら
で
す
。
せ
っ
か
く
「
絆
」
と

い
う
良
い
言
葉
で
一
つ
に
な
っ
た
の

に
、
段
々
と
つ
な
が
り
が
弱
く
な
り
、

切
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
ま
す
。

　

当
神
社
が
鎮
座
す
る
南
砺
市
の
山

間
部
に
は
「
結
（
ゆ
い
）」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
田
植
え
、
稲
刈
り

な
ど
の
農
作
業
や
合
掌
造
り
の
屋
根

葺
替
え
作
業
な
ど
人
力
や
材
料
や
資

金
を
提
供
し
あ
う
活
動
を
指
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
は
「
お
互
い
さ
ま
」

と
い
う
根
本
が
あ
り
、
他
人
の
た
め

に
尽
く
す
と
い
う
尊
い
心
が
あ
り
ま

す
。

　
「
結
」
の
心
で
、
ま
ず
近
所
で
助

け
合
い
を
し
て
、
そ
の
輪
が
少
し
ず

つ
広
が
っ
て
「
絆
」
を
強
め
て
い
く

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
薄
れ
て
ゆ
く

奉
仕
の
精
神
を
も
う
一
度
確
認
し
て
、

自
己
の
良
心
を
呼
び
覚
ま
し
、
平
和

な
社
会
、「
絆
」
で
結
ば
れ
た
社
会
の

実
現
に
む
け
て
努
力
す
る
こ
と
が
大

切
な
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
一
人
の
努
力
と
い
う
も
の

は
小
さ
い
も
の
で
す
が
、
全
国
民
が

一
斉
に
良
心
を
再
生
す
べ
く
努
力
を

し
た
ら
、
き
っ
と
「
お
互
い
さ
ま
」

と
い
う
日
本
の
優
れ
た
伝
統
精
神
が

継
承
で
き
、
素
晴
ら
し
い
国
民
性
を

失
う
こ
と
な
く
成
長
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
局
を

は
じ
め
報
道
機
関
は
良
心
の
再
生
や

正
し
く
生
き
る
た
め
の
番
組
を
制
作
、

放
送
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

中
国
や
韓
国
の
代
弁
を
す
る
の
で
は

な
く
、
本
当
に
日
本
国
や
国
民
の
た

め
の
報
道
機
関
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
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四
月
十
日
午
前
十
時
よ
り
「
春
季

祭
」
が
行
わ
れ
、
約
二
十
名
の
参
列

者
と
春
の
訪
れ
を
喜
び
、
今
年
一
年

の
五
穀
豊
穣
と
平
安
を
祈
り
ま
し
た
。

　

祭
典
で
は
宮

司
祝
詞
奏
上
の

後
、
巫
女
が
神

楽「
浦
安
の
舞
」

を
奉
納
。
全
員

で
「
髙
瀨
神
社

奉
賛
歌
」
を
奉

唱
し
ま
し
た
。

　

六
月
十
日
午
前
十
時
よ
り
「
祈
年

穀
祭
」
が
斎
行
さ
れ
、
氏
子
崇
敬
者

を
は
じ
め
農
業
関
係
者
約
四
十
五
名

と
、
農
作
物
に
病
害
虫
の
災
い
が
な

い
よ
う
祈
願
し
ま
し
た
。

　

御
神
前
で
御
神
火
が
灯
さ
れ
、
宮

司
が
祝
詞
を
奏
上
。
古
来
よ
り
「
誘

蛾
灯
」
と
し
て
用
い
ら
れ
た
、
鳥
居

前
の
「
か
が
り
火
」
に
点
火
し
、
農

業
の
無
事
を
祈
り
拝
礼
し
ま
し
た
。

　

祭
典
終
了
後
に
は
、
多
年
に
亘
り

農
業
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
「
農
事
功

労
者
」
に
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

松
本
　
篤
治 

氏
（
南
砺
市
泉
沢
）

　

永
年
に
亘
り
農
協
職
員
と
し
て
、

農
協
事
業
、
地
域
農
業
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
、
平
成
十
三
年
三
月
に
は
農

協
が
合
併
し
、
そ
の
中
心
と
な
っ
て

万
全
な
経
営
体
制
の
確
立
に
向
け
手

腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
備
改
善
に
伴
う
増
資
、
支
店
・

事
業
所
の
統
廃
合
な
ど
、
組
合
員
の

理
解
を
得
な
が
ら
盤
石
な
る
基
盤
の

も
と
、
農
協
の
事
業
運
営
の
推
進
と

地
域
農
業
の
振
興

に
寄
与
し
た
功
労

に
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

坂
下
　
明
雄 

氏
（
南
砺
市
林
道
）

　

い
ち
早
く
、
地
元
営
農
組
合
の
設

立
に
尽
力
さ
れ
、
一
集
落
一
組
織
を

目
標
に
地
域
内
を
ま
と
め
て
設
立

し
、
り
ん
ど
う
営
農
組
合
の
初
代
組

合
長
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
担
い
手

組
織
協
議
会
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
地

域
農
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
旧
城
端
町
議
会
議
員
を
三

期
、
町
議
会
議
長
も
歴
任
さ
れ
る
な

ど
、
そ
の
責
任
感
と
実
行
力
、
指
導

力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
農
協
に

あ
っ
て
は
、
常
務
理
事
の
要
職
に
就

き
、
地
域
農
業
の
振
興
と
な
ん
と
農

業
協
同
組
合
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

春
季
祭（
大
祭
）

祈
年
穀
祭（
大
祭
）

（
農
事
功
労
表
彰
）
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本
年
五
月
に
出
雲
大
社
で
六
十
年

ぶ
り
に
行
わ
れ
た
「
本
殿
遷
座
祭
」

を
奉
祝
し
て
、
島
根
県
の
伝
統
芸
能

「
大
土
地
神
楽
」
を
奉
納
し
ま
す
。

　

詳
細
は
（
八
月
一
日
以
降
）
当
神

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

・
奉
納
日
　
九
月
二
十
二
日
（
日
）

・
場
　
所
　
髙
瀨
神
社
御
本
殿

名
　
称　

大
土
地
神
楽

（
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）

保
持
者　

大
土
地
神
楽
保
存
会
神
楽
方

所
在
地　
島
根
県
出
雲
市
大
社
町
杵
築
西

会
　
長　

桐
山
和
弘

会
員
数　

三
十
四
名

　
（
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
現
在
）

発
　
足　

約
三
百
年
前

概
　
要　
　

大
土
地
神
楽
は
、
古
く

か
ら
大
土
地
荒
神
社
の
神
主
に
よ
っ

て
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
寛
政
十

年（
一
七
九
八
年
）の「
祷
家
順
番
帳
」

等
の
記
録
に
よ
る
と
、宝
暦
年
間
（
一

七
六
〇
年
前
後
）
に
は
既
に
素
人
神

楽
が
舞
わ
れ
、
そ
の
頃
か
ら
子
ど
も

も
舞
を
奉
納
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
、
三
百
年
以
上
途
絶
え
る
こ
と

な
く
民
衆
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。
平
成
十
七
年
二
月
に
は
国

の
「
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
指

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
舞
い
振
り
や
奏
楽
は
、
毎
年

十
月
の
大
土
地
荒
神
社
例
祭
で
、
昔

な
が
ら
の
形
で
受
け
継
が
れ
て
お

り
、
出
雲
大
社
の
門
前
町
と
し
て
、

盛
ん
だ
っ
た
芝
居
興
行
に
よ
る
影
響

も
あ
っ
て
か
、
と
か
く
観
衆
を
意
識

し
、
楽
し
ま
せ
る
所
作
・
演
出
が
随

所
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
能
舞

の
要
素
が
多
分
に
含
ま
れ
た
舞
い
も

残
っ
て
お
り
、
腰
に
「
ま
く
ら
」
を

背
負
っ
た
上
に
衣
装
を
着
け
る
と

い
っ
た
、
独
特
な
容
姿
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
活
動
と
し
て
は
、
大
土
地

荒
神
社
例
祭
は
も
と
よ
り
、
出
雲
大

社
例
祭
へ
の
奉
納
神
楽
、
県
内
外
で

の
公
演
も
し
て
い
ま
す
。
平
成
四
年

に
ア
メ
リ
カ
・
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
や
エ

レ
ン
ズ
バ
ー
グ
、
平
成
五
年
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
「
パ
リ
日
本
文
化
祭
」

や
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
で
の
公
演

と
い
っ
た
好
機
に
恵
ま
れ
、
国
外
で

も
神
楽
を
披
露
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
国
譲
り
神
話
の
舞
台

で
「
稲
佐
の
浜
夕
刻
篝
火
舞
」
を
自

主
開
催
す
る
等
、
神
楽
の
素
晴
ら
し

さ
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
公
演
活
動
も
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。

大土地荒神社での奉納風景

さ
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て

さ
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
公
演
活
動
も
行
な
っ

て
お
り
まま
す
。
す
。
すすす

出
雲
大
社 

平
成
の
大
遷
宮
奉
祝 

大
土
地
神
楽
奉
納

だ
い
せ
ん
ぐ
う

出
雲
大

出
雲
大
社
平
成
の
大
遷

だ
い
せ

か
ん
　
　
げ
つ
　
　
さ
い

お
お
ど
　
ち
　
か
ぐ
ら

ほ
ん
で
ん
せ
ん
ざ
さ
い

お
お
ど

ち
か
ぐ
ら
ほ
ぞ
ん
か
い
か
ぐ
ら
か
た

お
お
ど　

ち
こ
う
じ
ん
じ
ゃ

と
う
や
じ
ゅ
ん
ば
ん
ち
ょ
う

お
お
ど　

ち

こ
う
じ
ん
じ
ゃ
れ
い
さ
い

い
な
さ　
　

は
ま
ゆ
う
こ
く
か
が
り
び
ま
い
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献
穀
田
だ
よ
り

金
婚
者

　

南
砺
市
高
瀬

　

中
嶋
清
志
・
静 

ご
夫
妻（

千
歳
会
）

　

南
砺
市
三
清
東

　

高
野　

斎
・
信
子 

ご
夫
妻（福

寿
会
）

　

四
月
八
日
の
「
金
婚
祭
」
に
て
、

高
瀬
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
大

野
保
会
長
よ
り
「
金
婚
祝
証
」
と
記

念
の
「
銀
杯
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

六
月
二
日
、
南
砺
市
井
波
地
域
の

八
乙
女
山
山
頂
（
標
高
六
五
七
メ
ー

ト
ル
）
に
鎮
座
す
る
「
八
乙
女
山
風

神
堂
」
で
「
開
山
祭
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

祭
典
に
は
南
砺
市
観
光
協
会
井
波

支
部
・
窪
田
育
夫
支
部
長
を
は
じ
め

約
四
十
名
が
参
列
し
、
八
乙
女
山
か

ら
吹
き
降
ろ
す
強
風
、「
井
波
風
・

八
乙
女
お
ろ
し
」
を
鎮
め
、
風
災
無

く
豊
作
で
あ
る
よ
う
祈
り
ま
し
た
。

　

祭
典
終
了

後
に
は
、「
越

中
井
波
八
乙

女
風
神
太

鼓
」
の
奉
納

演
奏
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

金
婚
お
め
で
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

八
乙
女
山
・
開
山
祭

了越乙太納わ。 了

「
御
田
植
祭
」
斎
行

奉
耕
者

  

簗
田
敏
裕
氏

  

井
波
地
域
中
核
農
業
士
協
議
会

（
吉
川
順
一
会
長
）

　

五
月
十
八
日
、南
砺
市
野
能
原（
井

波
）
の
献
穀
田
で
「
御
田
植
祭
」
が

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
勢
の
住
民
が
見
守
る
中
、
紅
白

の
衣
装
と
花
笠
を
身
に
着
け
た
早
乙

女
五
名
が
、
簗
田
さ
ん
か
ら
「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」
の
苗
を
受
け
取
り
、
心
を

込
め
て
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

九
月
中
旬
に
は
「
抜
穂
祭
」
を
行

い
、
収
穫
し
た
稲
は
「
懸
税
」
と
し

て
伊
勢
の
神
宮
に
奉
献
さ
れ
ま
す
。

樋
爪　

馨
月
さ
ん
（
高
校
生
）

高
熊　

莉
歩
さ
ん
（
中
学
生
）

朝
倉　

樹
子
さ
ん
（
中
学
生
）

齋
藤　

里
菜
さ
ん
（
中
学
生
）

杉
森　

千
夏
さ
ん
（
中
学
生
）

早
乙
女
奉
仕
者
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「
三
月
」

二
日

　

山
野
小
学
校
同
級
会 

十
八
名

九
日

　

南
砺
市
立
城
端
中
学
校

 

保
護
者
一
同

二
十
一
日

　

北
海
道
神
宮

　
　

権
禰
宜　

須
田
真
矢

二
十
七
日

　

米
原
商
事
㈱

　
　

代
表
取
締
役
社
長　

内
記
正
弘

外
十
七
名

三
十
日

　

香
川
県
神
社
庁
仲
多
度
支
部

　
　

支
部
長　

金
関　

正外
七
十
二
名

「
四
月
」

五
日

　

㈱
か
ん
で
ん
エ
ル
フ
ァ
ー
ム

　
　

代
表
取
締
役　

岩
崎　

実

　

南
砺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

理
事
長 

長
尾
益
勇

六
日

　

南
砺
市
交
通
安
全
協
会

　
　

会
長　

石
崎
直
樹

八
日

　

氏
子
清
掃
奉
仕（
村
総
出
）

　

高
瀬
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

（
金
婚
奉
告
祭
・
清
掃
奉
仕
）

十
八
日

　

富
山
県
西
部
森
林
組
合
砺
波
支
所

　
　

代
表
理
事
組
合
長　

桃
野
忠
義

 

外
五
十
八
名

二
十
三
日

　

北
海
道
岩
見
沢
市

　
　

砺
波
神
社
総
代
長 
黒
島
勝
太
郎

 

外
三
名

 

（
創
祀
百
二
十
年
奉
告
）

二
十
七
日

　

パ
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

　
　

代
表
取
締
役　

水
野
哲
朗

 

（
創
立
三
十
年
奉
告
）

「
五
月
」

九
日

　

七
尾
市
文
化
協
会
お
こ
ぜ
の
会

　
　

代
表　

大
森
カ
ズ 

外
十
三
名

十
五
日

　

庄
川
Ｓ
Ｃ
安
全
協
議
会

　
　

会
長　

荒
堀
正
文 

外
三
十
名

十
六
日

　

静
岡
県
磐
田
市

　
　

三
嶋
神
社　

総
代　

榑
松
靖
彦

 

外
三
十
五
名

二
十
一
日

　

静
岡
県
磐
田
市

　
　

府
八
幡
宮　

宮
司　

幡
鎌　

繁

 

外
四
十
七
名

二
十
二
日

　

福
光
高
等
学
校
卓
球
部

 

（
必
勝
祈
願
）

参

拝

日

誌

抄

参

拝

日

誌

抄

（
平
成
二
十
五
年
三
月
〜
五
月
）

（
敬
称
略
）

　

五
月
二
十
七
日
よ
り
、
氏
子
崇
敬

者
の
皆
様
と
二
泊
三
日
の
日
程
で
、

「
平
成
の
大
遷
宮
」
で
賑
わ
う
出
雲

大
社
を
は
じ
め
、
倭
文
神
社
、
砂
の

美
術
館
等
、
島
根
県
と
鳥
取
県
の
名

所
を
巡
り
ま
し
た
。

　

出
雲
大
社
で
は
千
家
隆
比
古
権
宮

司
様
よ
り
六
十
年
ぶ
り
に
大
修
造
さ

れ
た
御
本
殿
や
御
社
殿
、
ま
た
普
段

入
る
事
の
出
来
な
い
境
内
地
等
、
懇

切
丁
寧
に
説
明
い
た
だ
き
、
楽
し
く

有
意
義
な
氏
子
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
四
日
、
今
秋
完
成
す
る

「
新
参
集
殿
」
の
地
鎮
祭
が
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

祭
典
に
は
工
事
関
係
者
約
二
十
名

の
参
列
の
も
と
、
権
宮
司
の
祝
詞
奏
上

に
続
い
て
、
宮
司
が
「
刈
初
の
儀
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
月
二
十
九
日
に
は
「
上
棟

祭
」
が
行
わ
れ
、
工
事
の
安
全
を
祈
り

ま
し
た
。 新

参
集
殿

氏
子
参
拝
旅
行



　
日
時
　
八
月
七
日
（
水
）
午
後
三
時
よ
り

　
「
七
夕
祭
」
に
あ
わ
せ
織
姫
さ
ま
の
は
た
織
り
・
裁
縫
上
手
に
あ
や

か
っ
て
、
習
い
事
が
上
達
す
る
よ
う
祈
願
す
る
「
技
芸
上
達
祈
願
祭
」

を
行
い
ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
是
非
ご
参
列
下
さ
い
。

　

な
お
、
七
月
十
三
日
（
土
）
か
ら
八
月
七
日
（
水
）
ま
で
御
本
殿

前
に
て
短
冊
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
自
由
に
願
い
事
を
書
い

て
納
め
て
下
さ
い
。

※
ご
祈
祷
入
口
か
ら
お
入
り
下
さ
い
。

7

【
表
紙
写
真
】

　
　
高
瀬
遺
跡
の
菖
蒲

編
集
後
記

　
「
平
成
の
大
遷
宮
」
が
行
わ
れ
て

い
る
出
雲
大
社
で
は
、
五
月
十
日
・

十
一
日
に
勅
使
参
向
の
も
と
遷
座
・

奉
幣
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
い
よ

い
よ
伊
勢
の
神
宮
で
は
「
お
白
石
持

行
事
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
神
社
神
道
佳
節
の
年
に
、
お

子
様
・
お
孫
様
と
ご
家
族
揃
っ
て
伊

勢
・
出
雲
詣
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

「
腹
帯
」
の
お
祓
い
も
行
い
ま
す

の
で
、
ご
持
参
下
さ
い
。

戌
の
日（
七
月
〜
十
二
月
）

戌
の
日（
七
月
〜
十
二
月
）

い
ぬ

七
月
七
日
・
十
九
日
・
三
十
一
日

八
月
十
二
日
・
二
十
四
日

九
月
五
日
・
十
七
日
・
二
十
九
日

十
月
十
一
日
・
二
十
三
日

十
一
月
四
日
・
十
六
日
・
二
十
八
日

十
二
月
十
日
・
二
十
二
日

奉
　
納

奉
　
納

奉
　
納

○
「
境
内
剪
定
作
業
」

　

小
矢
部
市
津
沢

　
　

㈱
越
路
ガ
ー
デ
ン

　

平
成
二
十
五
年
六
月
六
日
・
七
日

※

恒
例
の
奉
仕
作
業
で
す
が
、
本
年
も
爽

や
か
な
境
内
に
し
て
頂
き
ま
し
た
。

○
「
几
帳
」

　

花
ま
つ　

松
村　

政
希 

殿

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
彰 

殿

　
　
　
　
　
　
　
　

光
祥 

殿

　

制
作
者

　
　

彫
刻
家　

中
嶋
外
志
男 

殿

　

平
成
二
十
五
年
六
月
五
日

日
時

八
月
七
日
（
水
）
午
後
三
時
よ
り

七
夕
祭
・
技
芸
上
達
祈
願
祭
の
ご
案
内

ぎ　

げ
い
じ
ょ
う
た
つ

き　

が
ん

さ
い

　

斎
藤　

直
己

　
　

定
年
退
職

　

長
尾
美
由
紀

　
　

願
い
に
よ
り
事
務
員
を
免
ず
る

（
平
成
二
十
五
年
六
月
三
十
日
付
）

辞
　
令

辞
　
令

辞
　
令

第38号平成25年7月1日
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発
行
日　

平
成
二
十
五
年
七
月
一
日　
　

発
行
所　
越
中
一
宮　
髙
瀨
神
社
社
務
所

編
集
人　

長
谷
川
宏
幸　
　

印
刷
所　

牧
印
刷
株
式
会
社

〒
九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

2013年10月1日
新バンケットホール OPEN！！

只今 
御予約
受付中

10月1日にオープンする新バンケットホールでのご結婚披露宴のご予約を承って
います。お気軽にお問い合わせ、ご相談いただきますよう、お待ち申し上げます。

高瀬神社 検索


